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財
務
規
律
の
順
守
と
着
実
な
区
政
展
開
を

自
由
民
主
党
議
員
団

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
景
気
回

復
の
影
響
に
伴
い
歳
入
に
一
定
の
改
善
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
子
育
て
や
介
護
の
新
制
度

へ
の
対
応
等
で
歳
出
増
が
先
行
す
る
状
況
下

で
の
予
算
編
成
と
な
っ
た
。

我
が
会
派
は
、
予
算
審
議
を
通
じ
て
、
財

務
規
律
を
順
守
し
、
区
民
に
と
っ
て
必
要
な

施
策
を
計
画
的
か
つ
安
定
的
に
実
施
し
、
ま

た
、
効
果
の
薄
れ
た
事
業
は
見
直
し
て
い
く

こ
と
を
強
く
求
め
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の

拡
充
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
、
妊
娠
・
出
産 

・
子
育
て
総
合
支
援
、
通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ

整
備
、
学
校
で
の
体
験
学
習
の
充
実
、
社
会

科
見
学
の
公
費
負
担
等
、
区
民
生
活
に
と
っ

て
大
切
な
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
や
西
武
新
宿
線
連

続
立
体
交
差
事
業
の
着
実
な
進
展
、
Ｆ
ｒ
ｅ

ｅ　

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
、
弥
生
町
・
大
和
町

防
災
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
用
備
蓄
医
薬
品
の

充
実
等
、
積
極
的
な
展
開
を
高
く
評
価
す
る
。

今
後
、
保
育
環
境
の
整
備
を
加
速
し
、
待

機
児
童
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
様
々
な
子

育
て
支
援
施
策
を
地
域
で
展
開
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
ま
た
、
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
新
た
に
進
め
る
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の

全
体
像
を
早
急
に
示
す
こ
と
を
求
め
る
。

自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
、
将
来
に
向
け

て
着
実
な
歩
み
を
進
め
る
た
め
、
今
後
と
も

財
務
規
律
を
順
守
し
、
区
民
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
施
策
を
安
定
的
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
展
開
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

区
民
の
命
・
く
ら
し
を
守
る
予
算
へ

　

来
年
度
の
予
算
は
一
般
会
計
で
１
３
０
０ 

億
円
を
超
え
る
最
大
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
野
駅
周
辺
の
開
発
や
新
区
役
所
整
備
に
係

る
用
地
の
売
買
が
財
政
規
模
を
膨
ら
ま
せ
て

い
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。

　

予
算
で
は
私
立
幼
稚
園
入
園
料
補
助
金
の

増
額
や
廃
止
さ
れ
た
社
会
科
見
学
バ
ス
代
補

助
の
一
部
復
活
な
ど
は
評
価
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
年
度
当
初
か
ら
基
金
に
１
２
３
億
円

も
積
立
て
、
福
祉
・
教
育
の
充
実
や
区
民
要

求
に
ま
と
も
に
応
え
な
い
こ
と
は
問
題
で
す
。

今
で
さ
え
23
区
で
最
低
ラ
ン
ク
の
教
育
費
と

商
工
費
で
す
。
教
育
に
係
る
負
担
軽
減
や
学

校
施
設
設
備
の
整
備
・
改
修
、
商
店
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
助
成
等
の
実
施
な
ど
が
必
要
で
あ
っ

た
と
考
え
ま
す
。

認
可
保
育
園
や
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
に
踏

み
出
し
た
こ
と
は
多
と
し
ま
す
が
、
民
間
ま

か
せ
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
計
画
ど
お
り
に

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
区
は
廃
校
と
な
っ
た
学

校
跡
地
な
ど
の
売
却
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、 

売
却
を
改
め
て
、
子
ど
も
・
福
祉
施
設
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
戦
後
70
年

に
あ
た
っ
て
憲
法
擁
護
・
非
核
都
市
宣
言
に

ふ
さ
わ
し
い
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
国
保
会
計
」
は
、
来
年
度
も
保
険
料
の

値
上
げ
と
な
り
、
13
年
連
続
の
引
き
上
げ
と

な
り
ま
し
た
。
低
所
得
者
層
に
は
重
い
負
担

と
な
り
ま
す
。
「
介
護
会
計
」
は
、
「
第

６
期
計
画
」
の
初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
保

険
料
を
抑
え
た
と
は
い
え
基
準
額
は
値
上
げ

と
な
る
た
め
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
議
員
団

財
政
規
律
に
基
づ
く
運
営
を
強
く
求
め
る

公
明
党
議
員
団

　

平
成
27
年
度
中
野
区
一
般
会
計
予
算
は
、

１
３
２
７
億
３
８
０
０
万
円
で
、
過
去
最
高

規
模
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
我
が
会
派
と
し
て
要 

望
し
て
き
た
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
、 

中
野
駅
西
側
南
北
通
路
及
び
橋
上
駅
舎
整
備
、

中
野
三
丁
目
駅
直
近
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
、
西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

ま
ち
の
活
性
化
や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
・
出
産 

・
産
後
ケ
ア
事
業
な
ど
子
育
て
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
の
充
実
や
通
学
路
防
犯
設
備
整
備
、
高
齢

者
や
障
害
者
施
策
で
は
高
齢
者
の
総
合
窓
口

の
設
置
、
摂
食
・
え
ん
下
機
能
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
、
成
年
後
見
制
度
等
報
酬
・
申
し

立
て
費
用
助
成
事
業
な
ど
が
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
待
機
児
対
策
に
つ
い
て
は
定

員
増
が
毎
年
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

も
一
層
の
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
子
育
て

や
介
護
、
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
新
制
度
の
展

開
、
ま
ち
づ
く
り
、
学
校
再
編
、
区
役
所
・

体
育
館
の
建
替
え
、
新
規
事
業
に
よ
る
歳
出

増
は
避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
や
東
京
都
の
補
助

金
の
確
保
に
最
大
限
に
努
め
、
自
主
財
源
の

確
保
に
も
更
な
る
施
策
を
図
る
よ
う
求
め
る

と
と
も
に
、
基
金
の
積
立
を
計
画
的
に
行
い
、

予
算
編
成
に
お
い
て
は
各
種
事
業
の
精
査
を

図
り
、
27
年
度
見
直
さ
れ
た
「
基
準
と
な
る

一
般
財
源
規
模
」
を
遵
守
し
、
秩
序
正
し
い

財
政
規
律
に
基
づ
く
運
営
を
行
う
よ
う
強
く

求
め
て
お
き
ま
す
。

民
間
活
力
の
活
性
化
を
確
実
に
せ
よ

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

１
３
２
７
億
円
余
と
な
り
前
年
度
比
１
２
０ 

億
円
余
10
％
の
増
と
な
っ
た
。
歳
入
で
は
区

民
の
所
得
増
を
見
込
み
、
歳
出
で
は
扶
助
費

が
５
・
６
％
増
と
伸
び
た
他
、
公
園
用
地
取

得
や
整
備
費
、
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
を
図
る
投
資

的
経
費
は
26
・
８
％
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、

業
務
委
託
等
の
物
件
費
が
年
々
伸
び
る
傾
向

に
あ
り
、
職
員
数
を
削
減
し
小
さ
な
区
役
所

と
す
る
計
画
に
伴
い
、
民
間
活
力
の
活
用
が

活
発
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

今
後
は
、
業
務
委
託
等
の
適
切
性
や
費
用

対
効
果
を
踏
ま
え
、
契
約
精
度
を
向
上
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
で
、
行
政
の

直
営
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
公
益
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
更
に
向
上
し
て
い
く
事
を
期
待
し
た

い
。
そ
の
為
に
も
、
職
員
の
専
門
性
の
確
保

や
、
生
産
性
の
向
上
、
受
け
身
で
は
な
く
能

動
的
な
行
動
様
式
の
獲
得
な
ど
を
研
修
や
評

価
等
、
多
様
な
面
か
ら
、
絶
え
間
な
い
行
政

改
革
に
よ
り
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
な
お
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業

振
興
、
都
市
観
光
等
に
関
わ
る
都
市
政
策
推

進
費
は
35
億
６
千
万
円
余
、
95
％
の
増
と
期

待
が
大
き
い
が
、
都
市
政
策
は
生
活
利
便
性

の
向
上
に
加
え
、
足
元
の
事
業
者
の
経
営
改

善
、
区
民
の
就
業
、
所
得
の
向
上
へ
と
確
実

に
つ
な
が
る
事
、
戦
略
的
で
全
区
的
な
施
策

に
広
が
っ
て
い
く
事
、
き
ち
ん
と
経
済
波
及

効
果
や
施
策
の
満
足
度
の
向
上
を
精
査
し
て

い
く
確
実
性
を
期
待
し
た
い
。

改
新
中
野

自
治
体
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
区
政
の
実
現
を

中
野
区
議
会
民
主
党
議
員
団

　

平
成
27
年
度
予
算
は
前
年
度
比
10
％
増
の

１
３
２
７
億
３
８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
対
応
な
ど
、
制

度
変
更
に
伴
う
経
費
が
増
加
し
た
ほ
か
、
社

会
保
障
給
付
費
の
自
然
増
や
投
資
的
事
業
も

あ
り
、
５
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
る
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

歳
入
は
、
特
別
区
税
・
特
別
区
交
付
金
等

は
増
収
と
な
り
ま
し
た
が
、
特
別
区
交
付
金

の
財
源
で
あ
る
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化

は
地
方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
す
る
問
題
で
す
。

個
別
の
施
策
で
は
、
我
が
会
派
が
要
望
し

て
き
た
東
中
野
駅
東
口
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

た
め
の
調
査
費
用
、
収
納
率
向
上
対
策
、
が

ん
検
診
の
受
診
勧
奨
な
ど
は
評
価
し
ま
す
。

一
方
で
、
防
災
公
園
の
整
備
計
画
を
進
め
て

い
な
が
ら
、
東
中
野
小
跡
地
の
売
却
に
伴
う

避
難
所
機
能
の
移
転
見
直
し
は
理
解
で
き
ま

せ
ん
。
更
に
産
前
産
後
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
、
待

機
児
童
の
解
消
等
の
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
は
評
価
を
し
ま
す
が
、
就
学
援
助
の
補
助

対
象
の
縮
小
は
見
直
す
べ
き
で
、
家
庭
の
経

済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
学
ぶ
機
会
の
保
障
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
み

有
料
化
の
検
討
は
時
期
尚
早
と
考
え
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
持
続

可
能
な
中
野
区
政
の
た
め
、
10
か
年
計
画
の

改
定
と
併
せ
公
共
施
設
等
管
理
総
合
計
画
を

示
す
べ
き
で
す
。
人
口
減
少
時
代
、
自
治
体

間
競
争
に
勝
ち
抜
く
魅
力
あ
る
中
野
区
の
実

現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

各会派の
見 解
各会派の
見 解

平成27年度予算に対する平成27年度予算に対する


